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商品市況展望  

平成 24 年 12 月 16 日記 

激増する世界の人口は、産業革命時の 10 億人→現在は 70 億人を突破。わずか 200 年あまり

で、7 倍に増加しているわけだ。それまでの数千年・数万年の増加など、全くの横ばいと同じに

見えるくらいだ。 

 

 予測では 2050年に 91億人になり、2100年には何と 158億人になるらしい。｢そんなに増えて、そんなに増えて、そんなに増えて、そんなに増えて、

果たして食い物あるの？果たして食い物あるの？果たして食い物あるの？果たして食い物あるの？｣と思うし、相場のチャートを見慣れている我々には、｢こんな上げ相こんな上げ相こんな上げ相こんな上げ相

場は天井打ったら往って来いの下げになる＝つまりは数十億人も死ぬようなカタストロフィが場は天井打ったら往って来いの下げになる＝つまりは数十億人も死ぬようなカタストロフィが場は天井打ったら往って来いの下げになる＝つまりは数十億人も死ぬようなカタストロフィが場は天井打ったら往って来いの下げになる＝つまりは数十億人も死ぬようなカタストロフィが

起きるんじゃないの？起きるんじゃないの？起きるんじゃないの？起きるんじゃないの？｣とも思ってしまう。 

 

現在の国別人口ランキングでは、1 位の中国 13 億人、2 位インド 12 億人、3 位アメリカ 3 億

人、4 位インドネシア 2.4 億人と続き、日本は 10 位だ。 

 現在、増加率が高いのはアフリカで、100 億人の時代になった時は、世界は黒人だらけになる

のかもしれない。 

 

さてマルサスは人口論で、『人間の生存には食料は必要である。人間の情欲は不変である人間の生存には食料は必要である。人間の情欲は不変である人間の生存には食料は必要である。人間の情欲は不変である人間の生存には食料は必要である。人間の情欲は不変である』と

し、以下のように述べている。 

 

①人口は生活資料（人間が生きていくために必要な食料や衣料などの生活物資）が増加するとこ

ろでは常に増加する。逆に生活資料によって制限される。 

②人口は幾何級数的に増加し、生活資料は算術級数的に増加する人口は幾何級数的に増加し、生活資料は算術級数的に増加する人口は幾何級数的に増加し、生活資料は算術級数的に増加する人口は幾何級数的に増加し、生活資料は算術級数的に増加するから、人口は常に生活資料の

水準を越えて増加する。この結果必然的に不均衡が発生する。 

③不均衡が発生すると人口集団には、それを是正しようとする力が働く。すなわち人口に対して

その増加を抑えようとする「積極的妨げ（貧困、飢饉、戦争、病気、退廃）」や「予防的妨げ（主

として晩婚化・晩産化・非婚化による出生の抑制）」がおこる。また生活資料に対してはその水

準を高めようとする。「人為的努力（耕地拡大や収穫拡大など）」がそれぞれ生まれる。 

④人為的努力の結果もたらされる新たな均衡状態は、人口、生活資料とも以前より高い水準で実

現される。 
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〔〔〔〔貴金属〕貴金属〕貴金属〕貴金属〕 

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 10 日 \4,528 18 \4,537 13 

12 月 11 日 \4,526 -2 \4,539 2 

12 月 12 日 \4,546 20 \4,560 21 

12 月 13 日 \4,560 14 \4,571 11 

12 月 14 日 \4,580 20 \4,590 19 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『大勢では買い相場という図式には変化がないだろう。しかし現

在は調整局面入りをすでにしており、調整局面が終わったとの判断はまだ出来ない。もう少し下

がるか、反騰を開始するかは、徐々にハッキリとするだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、5555 日連続高の続伸日連続高の続伸日連続高の続伸日連続高の続伸。高値は 4,6194,6194,6194,619 円（円（円（円（12/1312/1312/1312/13））））まで記録し、再び 4,600 円

台を記録したわけだが、11/26 の高値 4,659 円までは届かなかった。 

 

チャートでは 4,3304,3304,3304,330 円（円（円（円（11/611/611/611/6）→）→）→）→4,6594,6594,6594,659 円（円（円（円（11/2611/2611/2611/26）まで）まで）まで）まで 329329329329 円上昇円上昇円上昇円上昇の後、4,4654,4654,4654,465 円（円（円（円（12/512/512/512/5））））

までまでまでまで 194194194194 円の調整安円の調整安円の調整安円の調整安を入れ、再び上がってきた状況である。11/6 の安値時点では、10/5 の高値

からの下落で W トップを打ったような格好だったのが、円安による上昇で円安による上昇で円安による上昇で円安による上昇で、結果 10/5 の高値

4,550 円よりも 100 円以上の上昇を見せたわけだ。 

 

一方で NYNYNYNY 金は、金は、金は、金は、10/510/510/510/5 の高値がの高値がの高値がの高値が 1798.11798.11798.11798.1 ドルドルドルドルと 1800 ドルに接近した価格で、11/2311/2311/2311/23 がががが 1755175517551755 ドドドド

ルルルルと東京が高値更新した価格よりも 40 ドルは安いところ。今週もちょっと今週もちょっと今週もちょっと今週もちょっとはははは戻したが、戻したが、戻したが、戻したが、1700170017001700 ドドドド

ル割れまで下がっているル割れまで下がっているル割れまで下がっているル割れまで下がっているのが現状のが現状のが現状のが現状だだだだ。 

日々雑感でもコメントしたが、NY 金は FOMC で『雇用改善を数値目標とした金融緩和の継続』

を決定しても上がらない状況で、つまりは 1755175517551755 ドルで戻りの目先天井ドルで戻りの目先天井ドルで戻りの目先天井ドルで戻りの目先天井を付けているを付けているを付けているを付けているとの見方だ。 

 

だが巻末の為替チャートを見ればお解りのとおり、NY 金が 1800 ドル近い価格を付けた時点で

のドル/円相場は 78 円程度。それよりおよそ 100 ドル安い現在の為替は、83 円台。計算式にす

ると、以下の通りとなる。 

〇1800180018001800 ドル×ドル×ドル×ドル×78787878 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝4513.964513.964513.964513.96…………    4,5134,5134,5134,513ｇｇｇｇ////円円円円    

〇1700170017001700 ドル×ドル×ドル×ドル×83838383 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝4536.464536.464536.464536.46…………    4,5364,5364,5364,536ｇｇｇｇ////円円円円 

 

つまり NY 金 100 ドルの動きと、為替 5 円の動きは、為替の方が若干大きいわけだ。当方とし

ては、一度 NY 金は『1630163016301630 ドル辺りまでドル辺りまでドル辺りまでドル辺りまで下げても良いのでは？下げても良いのでは？下げても良いのでは？下げても良いのでは？』と見ているのだが、もしもその

時に更なる円安で 89 円となっていたら、 

〇1630163016301630 ドル×ドル×ドル×ドル×89898989 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝4664.104664.104664.104664.10…………    4,6644,6644,6644,664ｇｇｇｇ////円円円円となっているわけだ。 

 

為替が大きく円安に向かったのは、衆院解散から自民党・安倍総裁が｢円高是正・デフレ阻止｣自民党・安倍総裁が｢円高是正・デフレ阻止｣自民党・安倍総裁が｢円高是正・デフレ阻止｣自民党・安倍総裁が｢円高是正・デフレ阻止｣

を強力に進めるとコメントしてからの事を強力に進めるとコメントしてからの事を強力に進めるとコメントしてからの事を強力に進めるとコメントしてからの事。日経平均もそれで大きく上がって来ているわけだ。 

そして本日は衆院選の投票日。即日開票で、夜半には大勢が判明し、おそらく自公連立政権の
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誕生であろう。円安進行も一度は織り込み済みになる円安進行も一度は織り込み済みになる円安進行も一度は織り込み済みになる円安進行も一度は織り込み済みになると見ているのだがと見ているのだがと見ているのだがと見ているのだが、い、い、い、いずれずれずれずれ 90909090 円台までの円台までの円台までの円台までの

円安になるとするならば、やはり金相場にとって追い風は大きくなるだろう円安になるとするならば、やはり金相場にとって追い風は大きくなるだろう円安になるとするならば、やはり金相場にとって追い風は大きくなるだろう円安になるとするならば、やはり金相場にとって追い風は大きくなるだろう。 

もしも最終的に 95 円まで円安が進み、しかもドルベースでの金も｢ドルの金本位制への移行｣

などという論調が出てくるような事態になれば（米国は金の保有高が世界一で、ドル暴落の危険

が高まれば、部分的にでも金本位制にするとの論も根強い）、恐ろしい事になる。 

 〇2400240024002400 ドル×ドル×ドル×ドル×95959595 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝7330.367330.367330.367330.36…………    7,3307,3307,3307,330ｇｇｇｇ////円円円円となるわけだ。 

 

…中略… 

  

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \4,037 

12 月 26

日 

\4,654 2 月 27 日 \3,808 

12 月 30

日 

\4,580 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \4,654 2 月 27 日 \3,885 6 月 4 日 \4,581 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \4,655 

11 月 26

日 

\3,886 6 月 4 日 \4,586 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \4,654 

11 月 26

日 

\3,940 7 月 24 日 \4,586 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \4,657 

11 月 26

日 

\4,166 9 月 3 日 \4,587 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\4,659 

11 月 26

日 

\4,330 11 月 6 日 \4,590 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 12/12/12/12/14141414 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比 0.20.20.20.2 ドルドルドルドル高高高高のののの 1697.01697.01697.01697.0 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。為替は 83.45 円と若干

円高のため、国内換算は 15 時半比で 26 円安。 

 

チャートでは 1798.11798.11798.11798.1 ドルドルドルドル（（（（10/510/510/510/5））））は天井は天井は天井は天井。1717171755.055.055.055.0 ドル（ドル（ドル（ドル（11/11/11/11/23232323））））はははは 2222 番天井番天井番天井番天井の格好であり、

下値抵抗線は 1684.1 ドル、1672.5 ドルとなっている。割れば大きく下がるのが道理なのだが、

前述のとおりそれと為替の動きがミックスされているのが東京市場だ。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 12/12/12/12/11111111 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

    

またまたまたまた 12/12/12/12/14141414 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、NY 金は目先下げ相場に入っていると思われるが、東京金は為替

次第での動きとなるだろう。大勢での買い相場なのは万人の共通する見方だろうが、その前に調

整が入るのかどうかに注目している。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 10 日 \4,293 39 \4,297 31 

12 月 11 日 \4,307 14 \4,320 23 

12 月 12 日 \4,357 50 \4,370 50 

12 月 13 日 \4,347 -10 \4,362 -8 

12 月 14 日 \4,377 30 \4,387 25 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『基本的には押し目買いだが、4,100 円前半くらいまでの

調整安はあって不思議はないだろう。大きく下げた日に、買いを仕掛ける相場だろうと見ている』

とコメントした。 

今週の相場展開は、続伸した相場が高値更新となり、4,4304,4304,4304,430 円（円（円（円（12/1312/1312/1312/13）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。金に出遅

れていた分を、一気に埋めて 10/510/510/510/5 の高値の高値の高値の高値 4,3954,3954,3954,395 円を突破する上昇となった円を突破する上昇となった円を突破する上昇となった円を突破する上昇となった。 

 

さてチャートでは、3,9333,9333,9333,933 円（円（円（円（10/3010/3010/3010/30）→）→）→）→4,4,4,4,430430430430 円（円（円（円（12/12/12/12/13131313）まで）まで）まで）まで 497497497497 円の上昇円の上昇円の上昇円の上昇となりとなりとなりとなり、、、、10/510/510/510/5 のののの

高値高値高値高値 4,3954,3954,3954,395 円円円円を更新したを更新したを更新したを更新した。年初来高値の年初来高値の年初来高値の年初来高値の 4,5894,5894,5894,589 円にはまだまだ遠い状況だ円にはまだまだ遠い状況だ円にはまだまだ遠い状況だ円にはまだまだ遠い状況だが、金がすでに年初が、金がすでに年初が、金がすでに年初が、金がすでに年初

来高値も更新している事を考えれば、無いとは言えない情勢になって来た来高値も更新している事を考えれば、無いとは言えない情勢になって来た来高値も更新している事を考えれば、無いとは言えない情勢になって来た来高値も更新している事を考えれば、無いとは言えない情勢になって来た。 

 

そうは言ってもプラチナも、…中略… 

 

ただしこの円安は、おそらく今回の選挙で大勝するだろう自民党の目玉政策であり、当然の事

ながらこれを押し進めるという事は、日米間での合意もある事のだろうと思われる。そうである

ならば、やはり目先は円安進行が国是なのだろうから、金と同様にプラチナも上げて行くという

のが、想定されるパターンであろう。 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \3,605 

12 月 26

日 

\4,582 3 月 14 日 \3,471 7 月 24 日 \4,377 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,468 7 月 24 日 \4,373 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \\\\4,4154,4154,4154,415    

12121212 月月月月 13131313

日日日日    

\3,466 7 月 24 日 \4,378 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \\\\4,4204,4204,4204,420    

12121212 月月月月 13131313

日日日日    

\3,460 7 月 24 日 \4,379 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \\\\4,4234,4234,4234,423    

12121212 月月月月 13131313

日日日日    

\3,807 8 月 31 日 \4,380 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\\\\4,44,44,44,430303030    

12121212 月月月月 13131313

日日日日    

\3,933 

10 月 30

日 

\4,387 

 先物先物先物先物 4444 本が、本が、本が、本が、4,4004,4004,4004,400 円台乗せで一代高値の更新である円台乗せで一代高値の更新である円台乗せで一代高値の更新である円台乗せで一代高値の更新である。 

 



 5 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

 

週末現在のサヤは、4,387 円（プラチナ）－4,590 円（金）＝－－－－203203203203 円円円円。 

 

チャートは－450 円～－300 円程度でのもみ合いの状況から、縮小方向に抜けていった。12/1312/1312/1312/13

には－には－には－には－183183183183 円円円円まで詰まり、9 月・10 月のサヤが大きく詰まったところまで迫っている。 

 

本来ならばプラチナと金の関係は、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、10/5 の高値を突破して 4,400 円台に乗った事により、相場の上

昇トレンドはなお強くなった。しかし上昇の主因は、ひとえに円安の追い風であり、それが調整

を迎えるようならプラチナも押すだろう。そこが絶好の買い場になるものと想定している。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

12 月 10 日 \26,700 -2000 \25,510 -270 

12 月 11 日 \27,700 1000 \25,420 -90 

12 月 12 日 \27,700 0 \25,330 -90 

12 月 13 日 \28,690 990 \25,450 120 

12 月 14 日 \26,700 -1990 \25,540 90 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『年内いっぱい横ばいの相場が続くだろう。妙味無しである』とコメントし

た。 

今週の相場展開は、11/30 に記録した 26,020 円からは若干軟化しての、もみ合い推移。 

 

先限引き継ぎチャートでは、…中略… 

 

この限月がシカゴ安＆為替の調整で 24,000 円程度まで下がってくれれば、どうせ幾ら下げて

も 2 万円割れはないのだろうから、来年の天候相場に向けて買い仕込むのも面白いだろうが、と

もかく買いは来年の夏場まで長丁場で持つ覚悟が必要だろう。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \21,790 

12 月 16

日 

\30,950 8 月 22 日 \20,520 6 月 4 日 \\\\26,70026,70026,70026,700    

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \30,340 8 月 22 日 \20,820 6 月 4 日 \27,930 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \30,300 8 月 13 日 \21,040 6 月 4 日 \28,520 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \30,300 8 月 13 日 \21,490 6 月 18 日 \28,150 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \29,430 8 月 23 日 \25,510 10 月 1 日 \27,320 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\26,020 

11 月 30

日 

\24,420 

11 月 14

日 

\25,540 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 12/12/12/12/14141414 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、11112222 月限月限月限月限でででで 6666.50.50.50.50 センセンセンセントトトト高高高高のののの 718.75718.75718.75718.75 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。来年の来年の来年の来年の 9999 月月月月

限では限では限では限では 2.252.252.252.25 セントセントセントセント高高高高のののの 649.50649.50649.50649.50 セントセントセントセントである。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 12/12/12/12/11111111 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、新たに発会する１月限が 24,000 円辺りまで下げれば、来年の天

候相場に向けての仕込みも考えても良いか。ただし保有は長丁場である。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

12 月 10 日 \48,500 -300 \50,240 -120 

12 月 11 日 \48,000 -500 \50,150 -90 

12 月 12 日 \48,500 500 \49,840 -310 

12 月 13 日 \48,500 0 \50,350 510 

12 月 14 日 \48,500 0 \50,800 450 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『サヤ修正での上げが続いてきたわけだが、もうそろそろこの上げも終了だ

ろう。買いは年明けに考えるがベターだと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、続伸した相場が 50,86050,86050,86050,860 円（円（円（円（12/1412/1412/1412/14）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。5 万円を超えて、そろそろ

上昇相場も終わるかな？と思っていたが、意に反して先物は一代高値の更新先物は一代高値の更新先物は一代高値の更新先物は一代高値の更新である。 

 

円安の追い風が吹き、今週も一代高値の更新であるが、…中略… 

何かの拍子に、先物に発会する 2013 年 12 月限が 47,000 円～48,000 円程度まで下がれば、こ

れは来年の天候相場向けに買い仕込んでおくのもアリなのだろう。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \37,500 12 月 16 日 \63,950 7 月 23 日 \36,830 

12 月 16

日 

\\\\48,50048,50048,50048,500    

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \60,000 7 月 23 日 \41,050 2 月 16 日 \52,300 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \56,480 7 月 23 日 \41,750 6 月 4 日 \52,340 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \52,190 7 月 20 日 \44,400 6 月 18 日 \51,210 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \51,810 9 月 5 日 \47,500 

11 月 13

日 

\50,880 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \\\\50,86050,86050,86050,860    

12121212 月月月月 14141414

日日日日    

\46,920 

10 月 16

日 

\50,800 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 12/12/12/12/14141414 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、1111 月限で月限で月限で月限で 19.19.19.19.50505050 セントセントセントセント高高高高のののの 1414141496.0096.0096.0096.00 セントセントセントセント。来年の来年の来年の来年の 11111111 月限月限月限月限はははは 7777.75.75.75.75

セントセントセントセント高高高高のののの 1313131317171717....50505050 セントセントセントセント。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 12/12/12/12/11111111 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、今後 47,000 円～48,000 円辺りまで大きく突っ込んでくれれば、

来年の天候相場に向けて買い仕込みを開始したい。まだ慌てて買う相場ではないだろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

12 月 10 日 253.5 2.6 267.5 3.9 

12 月 11 日 252.7 -0.8 266.5 -1.0 

12 月 12 日 257.1 4.4 272.0 5.5 

12 月 13 日 256.4 -0.7 271.5 -0.5 

12 月 14 日 260.4 4.0 276.4 4.9 

先週号においては『未だ戻り天井の確認は出来ていないが、産地のテコ入れで上昇した後は、

最期にまた往って来いの下げが待っている相場であろう。じっくりと売り狙いのタイミングを図

りたい』とコメントした。    

今週の相場展開は、適当な押しを入れながら上昇を続けた相場が、週末には 277.0277.0277.0277.0 円（円（円（円（12/1412/1412/1412/14））））

と 10/5 の高値 275.5 円を突破する上げとなった。 

またその後の夜間取引では、ファンド買いで一段高となり、先物は 280.7280.7280.7280.7 円と円と円と円と 280280280280 円台乗せの円台乗せの円台乗せの円台乗せの

続伸続伸続伸続伸である。道中、板は売りが厚いのに、成り行き買いがバンバン出ての上昇であり、典型的な典型的な典型的な典型的な

ファンド主導の手口ファンド主導の手口ファンド主導の手口ファンド主導の手口であった。 

 

…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 233.3 6 月 26 日 271.5 10 月 5 日 204.5 8 月 15 日 260.4 

2013 年 1 月 230.2 7 月 26 日 272.7 10 月 5 日 205.6 8 月 14 日 262.0 

2013 年 2 月 230.0 8 月 26 日 274.2 10 月 5 日 216.4 8 月 31 日 264.6 

2013 年 3 月 253.5 9 月 25 日 275.5 10 月 5 日 240.0 

11 月 12

日 

268.3 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

273.3273.3273.3273.3    

12121212 月月月月 14141414

日日日日    

241.8 

11 月 12

日 

272.6 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

277.0277.0277.0277.0    

12121212 月月月月 14141414

日日日日    

245.6 

11 月 29

日 

276.4 

  

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、12 月限 260.4 円～5 月限 276.4 円と 16.016.016.016.0 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。夜間取引ではもっと開

いており、ファンド主導なので順ザヤが拡大している。 

  

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略… 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、11/30 現在で 334 トン減の 6,186 トン。2 旬連続の減少である。 

    

上海ゴム在上海ゴム在上海ゴム在上海ゴム在庫庫庫庫はははは、、、、…中略… 
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上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、24,000 元台でのもみ合い。 

 

ゴム生産主要 3 ヶ国による価格安定化策に関する会議は、11・12 日に開催され、引き続き輸引き続き輸引き続き輸引き続き輸

出削減措置を講じるとの合意には至ったものの、追加的な価格安定化に向けた政策は必要ない出削減措置を講じるとの合意には至ったものの、追加的な価格安定化に向けた政策は必要ない出削減措置を講じるとの合意には至ったものの、追加的な価格安定化に向けた政策は必要ない出削減措置を講じるとの合意には至ったものの、追加的な価格安定化に向けた政策は必要ない

とした。 

相場が日本の金融緩和期待で上がってくれたので、余計なゼニは使いたくないという事だろう。 

 

 結論として当方の相場観は、ファンド買いのテクニカル要因での上昇が加速している展開であ

る。腹いっぱい買ってもらって天井を付けるのが美味しいのだが、早く仕掛けると燃え種にされ

る可能性が高いので注意だろう。売り線の出現を待ちたい。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

今週の原油の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

12 月 10 日 \54,880 40 \52,970 60 

12 月 11 日 \54,650 -230 \52,580 -390 

12 月 12 日 \54,850 200 \53,020 440 

12 月 13 日 \55,490 640 \53,980 960 

12 月 14 日 \55,340 -150 \53,790 -190 

ままままずは原油から…ずは原油から…ずは原油から…ずは原油から…    

先週号においては『大きな流れの 5 万円～55,000 円でのもみ合い相場は、居心地の良い水準

なのだろうと考える。為替の大幅な変動がない限りは、この水準が続くものと思われ、NY 原油

も何か突発的な材料が出なければ 80 ドル台後半でのもみ合いとなるのだろう。よって、逆張り

での対応がベターと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 85858585～～～～87878787 ドル台でのもみ合いドル台でのもみ合いドル台でのもみ合いドル台でのもみ合い。週末 12/14 は、前日比 0.84 ドル

高の 86.7386.7386.7386.73 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了である。 

 

10101010 月以降は完全に横ばい月以降は完全に横ばい月以降は完全に横ばい月以降は完全に横ばいが続いているのであるが、…中略… 

 

だが敢えて言うならば、金融緩和で突っ込みは買われるとしても、実体経済は決して良くない

状況の中、原油はシェールガス革命の中で上値は限定的＝むしろ下げ圧力が高まると見るのだが、

さて？ 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 101010109999 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油はははは 101010105555 ドルドルドルドル台台台台であり、先週と比べる

と確りしている。 

また 12/12/12/12/11111111 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、55,20055,20055,20055,200 円（円（円（円（11/2611/2611/2611/26））））→→→→52,37052,37052,37052,370 円（円（円（円（12/1112/1112/1112/11）まで）まで）まで）まで 3,0003,0003,0003,000 円近く下げた後、円近く下げた後、円近く下げた後、円近く下げた後、54,00054,00054,00054,000 円円円円

までそこそこ戻したまでそこそこ戻したまでそこそこ戻したまでそこそこ戻した。 

結局は、為替の問題が大きいのだろうが、この夏場以降の 5555 万円～万円～万円～万円～55,00055,00055,00055,000 円の円の円の円の 5,0005,0005,0005,000 円幅の円幅の円幅の円幅の

もみ合いもみ合いもみ合いもみ合いという大きな流れからは、まだ脱却出来ていないわけだ。 

…中略… 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \56,370 12 月 3 日 \46,240 7 月 3 日 \55,340 

2013 年 1 月 \48,890 8 月 1 日 \55,950 12 月 4 日 \48,420 8 月 1 日 \54,750 

2013 年 2 月 \53,910 9 月 3 日 \55,640 12 月 4 日 \50,290 9 月 21 日 \54,460 

2013 年 3 月 \52,040 10 月 1 日 \55,380 

11 月 26

日 

\50,610 

11 月 12

日 

\54,240 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \55,300 12 月 4 日 \50,390 

11 月 12

日 

\54,000 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \55,100 12 月 4 日 \\\\52,37052,37052,37052,370    

12121212 月月月月 11111111

日日日日    

\53,790 

  

結論として当方の相場観は、5 万円～55,000 円の持ち合い相場は、居心地の良い水準と思われ

るため、今しばらくは続くのではあるまいか。逆張りでの対処が良いと見る。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 10 日 \65,930 160 \67,140 280 

12 月 11 日 \66,030 100 \66,790 -350 

12 月 12 日 \66,340 310 \67,270 480 

12 月 13 日 \66,860 520 \68,220 950 

12 月 14 日 \67,200 340 \68,050 -170 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『大勢では押し目買いだろうが、目先は 69,080 円（12/3）で天井を付けて

いる可能性も高いだろう。突っ込み買い、戻り売りでの対処が良いと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、83 円台に進んだ円安を背景に反騰し、68,00068,00068,00068,000 台に返り咲き台に返り咲き台に返り咲き台に返り咲き。66,480 円

（12/10）まで押していたが、そこから戻した格好である。 

 

先週号で『目先は 69,080 円（12/3）で天井を付けている可能性も高いだろう』とした相場だ

が、まだそれは抜けていないのでどうなるか判らぬが、安倍政権誕生から更に円安が進むのな安倍政権誕生から更に円安が進むのな安倍政権誕生から更に円安が進むのな安倍政権誕生から更に円安が進むのな

らばらばらばらば 7777 万円台に乗ってくるのだろうし、万円台に乗ってくるのだろうし、万円台に乗ってくるのだろうし、万円台に乗ってくるのだろうし、一度材料織り込み済みになっているのならば一度材料織り込み済みになっているのならば一度材料織り込み済みになっているのならば一度材料織り込み済みになっているのならば 65,00065,00065,00065,000 円円円円

程度までは下がるのだろう程度までは下がるのだろう程度までは下がるのだろう程度までは下がるのだろう。 

まず下げて、それから上げに転じるのが判りやすくて理想的だが、｢相場と幽霊は寂しい方に

出る｣という格言通り、大概は皆の思惑と逆に動くものゆえ、さてどうなるかというところだ。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \68,000 12 月 3 日 \53,460 6 月 26 日 \67,200 

2013 年 2 月 \58,670 7 月 26 日 \67,190 12 月 4 日 \58,160 7 月 27 日 \66,060 

2013 年 3 月 \64,510 8 月 27 日 \67,490 12 月 4 日 \61,020 9 月 21 日 \66,630 

2013 年 4 月 \63,400 9 月 26 日 \69,090 12 月 3 日 \62,560 11 月 6 日 \68,370 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\69,070 12 月 4 日 \62,490 11 月 6 日 \68,220 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\69,080 12 月 3 日 \\\\66,48066,48066,48066,480    

12121212 月月月月 10101010

日日日日    

\68,050 

 

12/12/12/12/14141414 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

12/12/12/12/8888 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、今のところ 69,000 円で目先天井を付けているとの見方である。

暴落はないだろうと思うが、先に 65,000 円程度まで調整安を入れ、その後にまた上がって行く

のが理想的だが、さて？ 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 10 日 \72,920 -220 \65,350 -40 

12 月 11 日 \72,450 -470 \64,920 -430 

12 月 12 日 \73,850 1400 \65,530 610 

12 月 13 日 \75,070 1220 \66,650 1120 

12 月 14 日 \75,910 840 \66,700 60 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『チャートは目先天井の確認から、戻り売りを示唆。しかし現在の需給はタ

イトなので、一方的な下落にはならないだろう。大きな逆張りに入るかもしれない』とコメント

した。 

今週の相場展開は、64,69064,69064,69064,690 円（円（円（円（12/1112/1112/1112/11）まで調整安）まで調整安）まで調整安）まで調整安を入れるものの、その後は円安を追い風に

急反騰となり、週末は週末は週末は週末は 66,70066,70066,70066,700 円円円円と 2,000 円ほど切り返しての終了となった。 

なお夜間取引では、67,12067,12067,12067,120 円の高値円の高値円の高値円の高値まで出しており、67,000 円台回復である。 

 

チャートでは 67,80067,80067,80067,800 円（円（円（円（12/412/412/412/4）→）→）→）→64,69064,69064,69064,690 円（円（円（円（12/1112/1112/1112/11）まで）まで）まで）まで 3,0003,0003,0003,000 円以上下げた円以上下げた円以上下げた円以上下げたが、再び 67,000

円台に乗せてきた展開である。 

先物は 6 月限という不需要期限月だからその程度だが、一代足では期近一代足では期近一代足では期近一代足では期近 3333 本は週末に一代高本は週末に一代高本は週末に一代高本は週末に一代高

値の更新である値の更新である値の更新である値の更新である。特に期近は 76,000 円台まで上がっている。1 万円近い逆ザヤである。 

…中略… 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \\\\76,09076,09076,09076,090    

12121212 月月月月 14141414

日日日日    

\57,080 6 月 29 日 \75,910 

2013 年 2 月 \61,810 7 月 26 日 \\\\74,30074,30074,30074,300    

12121212 月月月月 14141414

日日日日    

\61,350 7 月 26 日 \74,240 

2013 年 3 月 \67,500 8 月 27 日 \\\\71,10071,10071,10071,100    

12121212 月月月月 14141414

日日日日    

\64,080 11 月 6 日 \71,040 

2013 年 4 月 \64,320 9 月 26 日 \69,480 12 月 4 日 \62,960 11 月 6 日 \68,400 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\68,460 12 月 4 日 \62,530 11 月 6 日 \67,000 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\67,800 12 月 4 日 \\\\64,69064,69064,69064,690    

12121212 月月月月 11111111

日日日日    

\66,710 

  

12/12/12/12/14141414 現在現在現在現在の業者間転の業者間転の業者間転の業者間転売価格は売価格は売価格は売価格は、、、、…中略… 

12/12/12/12/8888 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、円安＆需給逼迫という灯油独自の材料が期近から相場を押し上げ

ている。無いものは高いという当たり前の現象であり、今冬の燃料代は出費がかさむ事を覚悟し

ないとしょうがないだろう。 
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 〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

 今週 12 日～14 日までの大幅円安の進行で、週末には週末には週末には週末には 84848484 円に接近である円に接近である円に接近である円に接近である。自公政権誕生が確

実視される中で、もしかしたら衆院の 3 分の 2 を取るのではないかとの憶測も流れる中、そうな

れば参院でのねじれも何も関係ない。日銀を巻き込んだ、大幅な金融緩和策が出てくるだろうと

の思惑が、選挙戦終盤に一気に出た格好である。 

…中略… 

 なお来週の主な経済指標の予定は、 

17 日（月）ドラギ ECB 総裁、議会証言 

18 日（火）インド中銀政策金利発表 

19 日（水）日本通関ベース貿易収支（11 月）、米住宅建築許可・着工件数（11 月） 

20 日（木）日銀政策金利、白川総裁記者会見、スペイン財政収支（11 月） 

21 日（金）日銀月報（12 月）、米耐久財受注（11 月） 

 などとなっている。 

    

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

ドル/円で 104 円に近づいた円安だが、ユーロ/円でも 5 本連続の陽線で 110 円に接近という円

安が進行している。 

週末の NY 市場では、109.80 円での引けとなっている。 

…中略… 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 ユーロ/ドルはまだもみ合いの範囲内であるが、このところはドル安・ユーロ高となっている

わけだ。このドル安が、米国商品価格を高持ち合いさせている主因だろう。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


